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 要 旨 

 

目的：中国の専門学校生のアルコール使用は広く普及し、悪影響を及ぼしているが、アルコー

ル特有の先行要因に関する報告は多くない。本研究では、a) どの先行要因が飲酒意思の最も顕

著な予測因子であるか、b) 飲酒意思と先行要因に媒介関係が存在するか、c) これらの関係に性

差があるかを検討した。 

方法：中国 3都市の専門学校生の Chinese Youth Substance Use Behavioral Health project の

調査 (2019年) から、15-17歳の 1,230名を分析対象とした。自記式質問紙により、飲酒意思、

先行要因（記述的規範 [同級生、友人]、個人的規範、禁止的規範 [親、友人、先生]）、信念（学

校の成績に影響しない、パーティーをより楽しくする、ストレスを取り除く）、アルコールのア

クセスのしやすさを評価した。優位性分析、構造方程式モデリングにより飲酒意思の先行因子

および媒介因子について検討した。なお、性別、年齢、都市、世帯登録（農村部または都市部）、

家族の社会経済的地位を共変量とした。 

結果：本研究のアルコール特有の先行要因は、飲酒意思の 38％を説明した。そのうち、最も強

く寄与したのは個人的規範であり、次いで友人や親からの命令的規範、友人や同級生からの記

述的規範、飲酒に対する肯定的信念（パーティーをより楽しくする）の順であった。さらに、こ

れら先行要因の媒介関係をみると、記述的規範から禁止的規範へ、さらに個人的規範と肯定的

信念へ、そして最終的に飲酒意思へと、有意な媒介連鎖を認めた。性別にみると、記述的規範

から禁止的規範への影響は女性より男性で大きく、禁止的命令の規範は男性よりも女性に大き

な影響を認めた。全体的な効果については、記述的規範の飲酒意思への影響は、女性よりも男

性において大きかった。 

結論：中国の専門学校生のアルコール使用の規範と信念は、飲酒意思の予測因子であった。本

集団を対象とした飲酒予防プログラムでは、規範的信念とアルコール使用対する認識へのアプ

ローチが必要であると考えられる。 
 


